
 
平成 28年 11月４日 

第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」の受賞団体の決定 
 

総務省は、公的統計データを利活用して行政サービスの改善や行政施策の立案

等の優れた取組を進める地方公共団体に対する表彰「地方公共団体における統計

利活用表彰」を新たに行うこととしました。 

52 件の取組の提出があり、厳正な審査の結果、総務大臣賞等が決まりました。 

 

  １ 概要 

総務省は、客観的な統計データに基づく的確かつ効率的な行政運営を促進

する観点から、地方公共団体における統計データの利活用を推進することを目

的として、「地方公共団体における統計利活用表彰」を今年度から新たに行う

こととしました。 

第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」では、52 件の取組の提出

があり、第１次審査、第２次審査等の厳正な審査の結果、総務大臣賞、統計局

長賞及び特別賞を決定しました。 
 
  ２ 受賞団体及び取組 

 【総務大臣賞】 

佐賀県：データ分析に基づく政策立案手法の導入 

（データ利活用プロジェクト） 

【統計局長賞】 

京都市：統計ＡＰＩを活用した全市区町村の統計データを分析・可視化す

るアプリケーション（次世代統計アプリ）の開発・公開等、統計

情報の高度化の推進 

【特別賞】 

茨城県：ＳＮＳを活用した効果的な広報の実施 

京都府：平成 28 年中における交通死亡事故抑止対策の推進 

福岡市：シティプロモーションサイト「Fukuoka Facts」の運営 
  

  （別添資料） 

   参考 第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」受賞団体及び取組
 

（連絡先） 

統計局統計情報システム課統計情報企画室 

担当：吉田課長補佐 高橋係長 

電話：03-5273-1023（直通） 

F A X：03-3204-9361 

E-mail:y-senryaku@soumu.go.jp 

 



【参考】 第 １ 回「地方公共団体における統計利活用表彰」 
受賞団体及び取組 

受賞団体 受賞取組 

 
佐賀県 

 

データ分析に基づく政策立案手法の導入 
（データ利活用プロジェクト） 

 
 

京都市 
 

統計ＡＰＩを活用した全市区町村の統計データを分析・可視化するアプリケーション
（次世代統計アプリ）の開発・公開等、統計情報の高度化の推進 
 

茨城県 ＳＮＳを活用した効果的な広報の実施 

京都府 
 

平成28年中における交通死亡事故抑止対策の推進 
 

福岡市 
 

シティプロモーションサイト「Fukuoka Facts」の運営 
 

１ 

【総務大臣賞】 

【統計局長賞】 

【特別賞】 

Facebook等のＳＮＳを活用した積極的な情報発信を展開（「ＳＮＳ統計小説」の連載等）、SNSの閲覧者は延べ300万人以上 

京都市職員がアプリケーションを開発、市町村別人口データや人口ピラミッド等を簡便に表示可能 
国際会議等においても統計APIを活用したオープンデータの先進的な取組として紹介 

ＧＩＳを活用した分析に基づき、特に致死率の高い高齢歩行者の事故を防止するための対策を推進 

福岡のＰＲにつながるデータを、イラストやグラフを活用し、視覚的に分かりやすく紹介するプロモーションサイトを公開 
サイトのアクセス数は累計90万件以上 

データ分析による課題の洗い出しや課題解決のための施策立案において蓄積したノウハウを生かして人材育成を行い、
組織におけるデータ利活用を推進 



佐賀県 
データ分析に基づく政策立案手法の導入 
（データ利活用プロジェクト） 

データ分析に基づく課題解決のための知識・技術の蓄積のため、県政の課題の中から 
先行テーマを設定し、データ分析による課題の洗い出し、課題解決のための施策立案を実施 
また、先行テーマの取組で知識・技術を蓄積した職員による研修を行い、 
人材育成の取組も推進 

【参考】第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」受賞団体及び取組 

先行テーマの取組実績 「９９さがネット」 

救急車にタブレット端末（ iPad）を配備することで 
得られたデータを分析し、救急現場の課題を可視化。 
受入れ可能な医療機関の検索時間短縮に向け、 
より効果的にシステムを改修。 

研修（人材育成）の仕組み 

座学講義だけでなく、ケーススタディを行うワーク
ショップを実施することで、業務での活用の促進を
図っている 

（総務部 統計分析課） 

２ 



京都市 
統計ＡＰＩを活用した全市区町村の統計データを分析・可視化する 
アプリケーション（次世代統計アプリ）の開発・公開等、 
統計情報の高度化の推進 

統計情報のオープンデータ化や可視化を進め、ユーザーの利便性向上を図るため、 
統計ＡＰＩを活用し、国勢調査、家計調査等の統計データをグラフや表形式で表示する 
アプリケーション（次世代統計アプリ）を統計担当職員が開発し公開 

【アプリケーションのトップ画面】 

【参考】第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」受賞団体及び取組 

京都市独自に統計APIを活用したアプリケーションを 
開発・提供（アプリは以下のWebページ上で動作） 
http://www2.city.kyoto.lg.jp/sogo/toukei/opendata/jisedai/index.html 

【事例①：人口・世帯・就業率等】 
【事例②：地価、世帯収入、             
        性比、人口移動状況等】 

人口減少の分析に資するデータを表示 

市町村別の人口データや人口ピラミッドを表示 

調べたい事項と地域を選択するだけで、 
統計データとグラフが簡単に表示可能 

調べたい事項と地域を選択する
だけで、統計データとグラフを 
簡単に表示可能 

（情報化推進室 情報統計担当） 

３ 



茨城県 ＳＮＳを活用した効果的な広報の実施 

統計への関心を高めるため、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）を活用して、 
統計データの発信や、統計調査員へのインタビュー結果掲載、「ＳＮＳ統計小説」の連載等、 
積極的な情報発信を展開 

【参考】第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」受賞団体及び取組 

Facebook及びツイッターのアカウントを取得し、統計
グラフコンクールの作品紹介や統計調査結果、統計
調査員へのインタビューなどについて情報発信 

統計をテーマとした小説を連載、茨城県に似た世界で
国勢調査をモチーフとした統計調査を実施しながら主人
公が成長していく冒険ファンタジー 

（企画部 統計課） 

４ 



京都府 平成28年中における交通死亡事故抑止対策の推進 

地理的情報等に基づく新たな交通事故分析（ＧＩＳ分析）に基づき、 
致死率の高い高齢歩行者事故を防止するため、交通事故多発場所と高齢者人口密度関係
を明らかにした上で高齢者宅への戸別訪問等、交通事故防止対策を実施 

【参考】第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」受賞団体及び取組 

年齢別致死率の変化 

高齢者以外の年齢層の致死率は、0.4％前後で推移して
いるが、高齢者の致死率は一気に７～８倍に上昇 

高齢歩行者事故確率分布 

高齢歩行事故の確率分布をみると、細街路ではなく
幹線道路で事故に遭っていることが判明 

（警察本部 交通企画課） 

５ 



福岡市 シティプロモーションサイト 「Fukuoka Facts」の運営 

福岡の魅力や特性のＰＲにつながるデータを、各種統計データから抽出、分析し、 
イラストやグラフ（インフォグラフィック）を活用して、視覚的に分かりやすく紹介する 
プロモーションサイト「Fukuoka Facts データでわかるイイトコ福岡」を公開 

【参考】第１回「地方公共団体における統計利活用表彰」受賞団体及び取組 

【「Fukuoka Facts」トップ画面】 

「毎日がストレスフリー －通勤・通学の時間と利便性 －」  
 通勤・通学の時間が短く便利な町であること等、福岡市がナンバー１であるデータを紹介し、
国内外に向けて福岡の魅力や特性を分かりやすく発信（社会生活基本調査のデータも活用） 

【コンテンツ一覧ページ】 

（市長室 広報戦略室） 

６ 




